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薩 摩 半 島南 部 地 方 人(鹿 児 島 県)の 指 紋 につ いて

鹿児島大学医学部法医学教室(指 導:前 主任　三上芳雄教授)

福 元 一 男

〔昭 和33年5月21日 受 稿 〕

緒 言

指紋 につ いては親子間の相関現象に関する研究,

人種的差異に関す る研究 または双生児,こ とに一卵

双生児 に関す る研究 な どか ら,そ れが遺伝す る形質

に属す ることが判明 してか ら,こ の方面か らする人

種人類学的研究 もきわ めて活発であ る.

当教 室に おいては三上教授が昭和18年 か ら終戦 ま

で東印度諸島 ジャワ島に職務上在住 し,従 来 まで吾

人において該地方人 の人類学的研究 はほ とん ど不可

能の状態にあつたものにたい し多数の指紋 ならびに

血液型を調査 された成績を中心 として,こ れ と日本

人,と くに九州 日本人のそれ と比較 してその人類学

的研究 を企図 してきた,而 して今 日まで指絞に関 し

ては中村 および益子 は北九州人,馴 田は南九州大隅

半島人,西 は種子島々人,村 永は甑 島々人 との比 較

について報告 している.そ の結果はジ ャワ島 イン ド

ネシア人の指紋 の頻度 は九州 日本人,と くに南九州

地方人,さ らに種子島な らびに甑島東海岸お よび鹿

島村入に一層近 似し,北 九州 地方人 とは大部分 の指

紋の点において頻差の存す ることを指摘 して,こ の

点南九州 日本入,と くに種子島 および甑島 々人にた

いしては多分に南方人 の影響が想像 され,日 本人の

人種人類学的研究にたいして きわめて示唆す るとこ

ろが多い とのべている.

著者 も如上教室の研究 の一部 を分担 して著者の居

住す る南 九州薩摩半島南部地方人の指紋の頻度 を調

査 し,教 室先輩同様 イン ドネシア 人を中心 とす る南

方人の指紋 のそれ との比較考察 をこ ゝうみた.ち な

み に薩摩 半島は九州島の最 南端部 をしめ,東 は鹿児

島湾をへ だて 大ゝ隅半 島 と相対 し,西 は甑島 な経て

支那大陸にのぞみ,南 は種子島,奄 美大島諸島,琉

球列島を経て台 湾島 につ らな り地理的関係な どから

も南方地方にたい してきわめて興味の存す るところ

である.

資 料

資料 は薩摩半 島の南端鹿児島県指宿郡(図1)を

中心 として附近 に土着 している男子2,740名 および

女子2、780名,合 計5,520名 についての指絞 であ り,

主 として学 童をえ らんだ.指 紋型 はろ状紋(a),甲

種 蹄状紋(r),乙 種 蹄状紋(u)お よび渦状紋(w)

の4種 類に大別 した.な おすべての指紋の頻度 につ

いては正確 さを示すために標準誤差を算出 して統計

値の比較 にあたつ てはその差が有意性な りや否やを

統計数理に したがつて検討 した.

成 績

1.各 型 指紋 の 頻 度

上 記 薩 摩 半 島南 部 地方 男 女 に おけ る4種 指 紋 型 の

各指 にお け る 出現頻 度 を表 示 す る と表1(〓)お よ

び2(♀)の ご と くで あ る.

す な わ ち,男 子 の全 指 に おけ る頻 度 はu型54.6

%±0.31%, w型40.7%±0.29%, r型3.2%±0.1

%お よびa型1.5%±0.07%の 順 序 とな り, u型 指

紋 は13.9%±0.42%の 頻 差 を も つ てw型 指 紋 の頻

度 に ま さ り, r型 指紋 は1.7%±0.17%の 頻 差 を も

つ てa型 指紋 の 頻 度に ま さる.女 子 に お い て はU

型59.1%±0.29%, w型36.2%±0.28%, r型2-6

%±0.09%お よびa型2.1%±0.08%の 順 序 とな り, 

11型 指紋 は22.9%±0.40%の 頻 差 を もつ てw型 指

紋 の頻 度 に ま さる. rお よびa型 指 紋 に 見 掛上 前

者に ま さるが ほ とん ど頻 差 はみ とめ られ な い.而 し

て両性 ともにu型 指 紋 の 頻度 が 最 高頻 度 を示 すが,

 u型 指 紋 の頻 度 は 女性 に(Diff=4.5%±0.42%),

 w型 指紋 の頻度 は男 性 に(Diff=4.5%±0.40%)
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図1 高率を示す. rお よび

a型 指 紋 は 見掛 上r

型指紋 は男性に, a型

指紋 は女性 に頻度が多

い.

つぎに薩摩半島南部

地方人男女の総指にお

ける各型指紋 の頻度を

九州 各地方人のそれ と

比 較表 示 す る と表3

(〓)お よび表4(♀)

のご とくである.

す なわち,男 子にお

け るu型 指紋 の頻度

は男女 ともに村永の調

査に よる甑 島東海岸人

のそれに もつ とも近似

して,そ の間にほ とん

ど頻差はみ とめられな

い.一 方 大 隅 半 島人

表1(〓) 表2(♀)
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表3(〓)

表4(♀)

(馴田)お よび種子島 々人(西)に たい して も近 似

す るが,大 隅半島北部 地方人 とは男子において2.8

%±0.41%女 子において3.3%±038%の 頻差が あ

り,薩 摩半島人 において まさる,ま た北九州 地方人

(中村)に たいしてはwの 頻度が ま さ り(Diff 〓

 6.6%±0.57%, ♀5.8%±0.51%)頻 差がみ とめら

れる. w型 指紋 の頻度 は ほ とんどu型 指紋 の頻度

と同一傾 向がみ とめられ,甑 島東海岸人のそれ とは

ほ とんど頻差はみ とめ られないが北九州地方人 とは

頻差が あ り(Diff 〓 6.5%±051%, ♀36.%±

0.51%)北 九州地方人に まさる.ま た大隅半 島北部

地方人 とは近似す るが同地方人に男子にお い て2.3

%±0.40%,女 子において2.0%±0.38%の 頻差を

もつて まさる. aお よびr型 指 紋 の 頻度において

は男女 とも特 徴的の頻差はみ とめられ ない.

以上各型指紋頻度か ら薩摩 半島南部地方 人につい

て考 察 す る と, 4種 指紋 型中uお よびw型 指紋

の頻度 とも薩摩半島南部 地方人 はu型 指 紋 の頻度

たか く, w型 指 紋 の 頻度 ひ くく,も つ とも甑島東

海岸人に近似 し,さ らに大隅半 島人 および種 子島 々

人 に近似 し,北 九州地方人 とは頻差が存在す る.

2.指 紋配合式の頻度

つ ぎに薩摩半 島南部地方人男女の指紋配合式か ら

出現頻度のたか い指紋配合式10種 をえらび表 示す る

と表5(〓)お よび6(♀)の ごとくである.

すなわち,指 紋配 合式については男女 とも にu5

配合式が最高雛 を示 してその他にまさ り(〓15.8

表5(〓)

表6(♀)

%±0.49%, ♀19.8%±0.50%),つ い で男 子 につ い
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て はw5, w1 u4, w4 u1.女 子 に つ い て はw5, w1

 u4, u3. w1, u1な どが これ に つ ぐ.而 し て 性 別 的

にu5お よびw5配 合式 の頻 度 を 比 較 す る と, u5

配 合式 は4.0%±0.70%の 頻 差 を もつ て女 性 に, w5

配 合 式 は2.5%±0.57%の 頻 差 を もつ て 男性 に まさ

る.

つぎにこの指紋配 合式 中最高頻 度を示すu5お よ

びw5配 合式の頻度を九 州各地方人のそれ と比較表

示す ると表7(の お よび8(♀)の ご とくである.

表7(〓)

表8(♀)

すなわち,男 子における薩摩半島南部地方人のu5

配合式の頻度は甑 島東海岸に もつ とも近似 し,つ い

で種子島 々人 ならびに大隅半 島に近似 し,北 九州地

方人 とは3.8%±1.60%の 頻差をもつて これ にまさ

り, w5配 合式の頻度に おいて もほ ゞ同様の 傾 向 を

示 し,甑 島東海岸人 にもつ とも近似 して,北 九州地

方人 とは3.6%±0.80%の 頻差 をもつて これ にお と

る.女 子におけ るu5お よびw5配 合式の頻度にお

いても男子の場 合 とほ ゞ同様 にして地九州地方入 と

は益子の成績 においてみる と μ5の場 合 は4.4%±

0.86%, w5の 場合 は4.4%±0.86%, w5の 場 合は

4.0%±0.50%の 頻差 をもつて各優劣があ る.

以上u5お よびw5指 紋配 合式の頻度から薩摩半

島南部地方人 について考察す ると,薩 摩半島人は男

女 ともに甑 島東 海岸人に もつ とも近似 し,つ いで種

子島 々人ならびに,大隅半島人などに接近 し,北 九州

地方人 とはいつれ も頻差があ り, u5指 紋配 合 式 に

おいてまさ り, w5指 紋配合式においてお とる.

3. w型 指紋 を基準 と した指紋配 合式の頻度

つぎに薩摩半島南部地方入 男女の指紋配合式 をw

型指紋 を もつ て整理 して,そ の頻度を表示すると表

9(〓)お よび10(♀)の ごと くである.

すなわち,男 女におけ る指紋配 合式を3指 以上に

w型 指紋をふ くむ配合式 と3指 未満のもの との両群

にわけて観察する と男子においては24.0%±0.89%

の頻差をもつて後者 に高率を示す.而 してw0お よ

びw1の 頻度 た か く,つ いでw2, w3, w4お よび

w5の 順序 となる.女 子におい て は33.8%±0.89%

の頻差を もつて後者に高率 を示 し,つ いで男子同様

表9(〓)



指紋 上 よりみた る日本人の研究 2531

表10(♀) w0お よびw1の 頻 度 た か く, w2, w3, w4お よび

w5の 順 序 とな る,女 子 に お い て は33.8%±0.89%

の 頻 差 を もつ て 後 者 に高 率を 示し,つ い で男 子 同様

w0お よびw1の 頻 度 た か く, w2, w3, w4お よび

w5の 順 序 となる.

つ ぎに薩 摩半 島 南部 地 方人 男 女 の指 紋 配 合式 を3

指 以 上 にw型 指 紋 をふ くむ 配 合 式 と3指 未満 の も

の にわ け た 両群 の 頻 度 を 九州 地 方 人 のそ れ と比 較 表

示 す る と表11(〓)お よ び12(♀)の ご と く で あ

る.

表11(〓)

表12(♀)

す なわ ち,男 子のw型 指紋 を3指 以下 に 有す る

指紋配合式の頻 度は飯 島東海岸人に きわめて近似 し,

つ いで種子島 々人な らびに大隅半島人 とな り,北 九

州 地方お よび甑島西海岸人 とは9.1%±1.16%, 9.3

%±1.56%の 頻差 をもつて薩摩半島南部地方人にま

さる.女 子においても甑 島東海人 にもつ とも近似 し,

これ と像 とん ど頻差な く,つ いで種子島々入,大 隅

半島入 とな り,北 九州人 とは中村および益子の各調

査においてそれぞれ7.8%±1.14%, 8.9%±0.89%

の頻差を もつて薩摩半島南部地 方人 にまさる.

以上w型 指紋 を基準 とした指紋配 合式 の頻度か

ら薩摩半島南部地方人につ いて考察する と, w指 紋

を基準 とした指紋配合式中3指 以下にw型 指紋 を

ふ くむ配合式 の頻度 は男女 ともに薩摩半島南部地方

人お よび甑島東海岸人 にもつ とも頻度たか くきわめ

て近似 し,つ いで種子島々人にちか く,逆 に3指 以

土にw型 指紋 をふ くむ配 合式の 頻度 は北九州地方

入に まさる.

4.近 隣諸民族ならびに諸種族の各型指紋頻度

の比較

本研究 の主眼は南方民族を中心 として,こ れ と九

州 日本人,と くに薩摩半島南部地方人 との人種的混

血関係の一端を指紋 の遺伝関係において うか ゞわん

とす るもので あ るか らa, r, uお よびw型 指紋

の頻度について先 人によ り調査 された近隣す る代表

的民族ならびに種族 のそれ と比較表示 してみ ると表

13(〓)お よび14(♀)の ごと くである.
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表13(〓)

表14(♀)

す なわち,薩 摩半島南部地方 ジャワ島 イン ドネシ

ア人 の頻度に もつ とも近似 し,さ らに男子において

は台湾高砂族(パ イワン族)に 類似的頻度 を示 し女

子 においては詳細 なる報告が ないので詳かではない.

これに よると薩摩半島南部地方人が甑 島東海岸人 と

ともに もつともジャワ島 イン ドネ シア人ならびに台

湾高砂族(パ イワン族)に 近似す ることは甑島東海岸

の薩摩半 島にたいする島嶼的位置 とともにきわめて

興味の存す るところである.而 して支那大陸人にた

い しては北九州月本人 にたいす るとともにその頻差

はや 大ゝ であつた.こ れ らの関係を指紋分布点をも

つて作製 してみ ると,図2(〓)お よび3(♀)の

図2(〓)
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図3(♀)

ご と くな り,そ の関 係 は一 層 明瞭 とな る.

総 括な らび に考 按

ジ ャワ島 イン ドネシア人を中心 とする南方 地方 人

の指紋の頻度を中心 と して,こ れ と九州 日本人 なら

びに支那大陸人などのそれ と比較 して九州 日本人の

人類学的研究を企 図してい る当教室 では中村,益 子,

馴 田,西 お よび村 永らによ り南 九州 日本人,種 子島

々人お よび甑 島東海岸人は男女 ともに南方民族に接

近 し,北 九州 日本人は朝鮮人ひいて は支那人,満 州

人 などに より接近 してい るとのべ られている.著 者

は当教室 如上研究の一端を分担 して南九州 日本人 と

して九州 島の南端に位する薩摩半島南部 地方人男女

5,520名 に ついて指紋 を調査 して,こ れ と周囲関係

諸民族 ならびに種族 のそれ と比較考察 した結果を総

括考按す るとつ ぎの ごとくであ る.

1.薩 摩半島南部地方人 における4種 指紋型の頻

度 は男子 においてa型=1.5%±0.07%, r型=

3.2%±0.10%, u型=54.6%±0.30%お よびw型

=40 .7%±0.29%,女 子 に お い てa型=2.1%±

0.08%, r型=2.6%±0.09%, u型=59.1%±0.29

%お よびw型=36.2%±0.28で ある.

2.薩 摩 半 島 南 部 地方 人 に お け る指紋 配 合式 頻 度

のた か い配 合式 は男 子 に お い てus(15.8%±0 .49

%), w5(11.4%±0.42%), w1, u4(7.2%±0.34

%), w4 u1(6.6%±0.32%)な ど で,女 子 に お い

てu5(19.8%±0.50%)w5(8.9%±0.38%),

 w1 u4(6.8%±0.33%) u3 w1 u1(6.1%±0.32%)

な どで あ る.

3.薩 摩 半 島南 部 地 方人 に おけ るw型 指 紋 配 合

式 中w0-2型 の頻 度 は 男女 と も にw3-5型 よ りもた

か く,男 子 に おい て62.0%±0.65%,女 子 に おい て

66.9%±0.63%で あ る.

4.以 上 の各 型 指紋 の頻 度 を近 隣 の 代表 的 氏族 な

らびに種族 のそれ と比較す ると,薩 摩半島南部地方

人は男女 ともuお よびw型 指 紋 の頻度において

シ ャワ島 イン ドネシア人のそれに近似 し,さ らに勇

子の頻度よ りみる と台湾高砂族(パ イワン族)に 接

近す る.而 して北九州 日本人,朝 鮮 人ひいては支那

人,満 州 人などとは差異がある.九 州 日本人にたい

して は甑 島東海岸人 にもつ とも近似する.

結 論

薩摩半島南部 地方人(指 宿地方)男 女5.520名 の

指紋 の各頻度か ら同地方入はジ ャワ島 イン ドネシア

人の指紋の頻度 を中心 とする南方民族 のそれに接近

し,北 九州地方人を介する朝鮮入その他 とは差異が

あ り,日 本人の人種人類学 的研究にたいしてきわめ

て示唆するところが多 い.而 して同地方人は甑島東

海岸人のそれ にもつ とも近似す る.

稿を終るにのぞみ,三 上教授 の指導,校 閲を謝す

るとともに指紋採取に さいし種 々御便宜をいた ゞい

た学校当局な どにたいして心か ら感 謝す る.
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1. I took 5.520 (2.740 males and 2.780 females) of the people living in the southern 

part of Satuma Peninsula as examples of the southern Kyushu inhabitants from among all 

the Japanese of Kyushu to examine the frequency of the occurrence of the four basic finger

prints. And of the four prints in the cast of males, a type is 1.5%•}0.07%; r type 3.2%

•} 0.1%; u type 54.6%•}0.30%; and w type 40.7%•}0.29%. And in the case of females, 

a type is 2.1%•}0.03%, r type 2.6%•}0.09%, u type 59.1%•}0.29%, and w type 36.2

%•}0.28%.

2. When the above mentioned frequency of the occurrence of each of the four basic

 fingerprints is compared with that of the representative one of the Japanese rase, it is found 

that there is a resemblance to east-share people of Koshikijima (Kagoshima Prefecture), and 

the Indonesians (Java) as southern race.


